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３CFの技術を用いた
革新的新素材 「ナノダウン」

第134回 かわさき起業家オーディション
「かわさき起業家優秀賞」受賞

　当社は、新素材のナノファイバー「ナノダウン」の開発を行ってい
る素材メーカーです。ナノファイバーは、直径が１nmから100nm、
長さが直径の100倍以上と定義されている繊維状物質のことを指しま
す。ナノファイバー自体は多くのメーカーが製造していますが、当社
は高速高温エアーを使用し、世界で初めてナノファイバーを大量生産
することに成功しました。この方法なら、一般的なナノファイバーの
製造に使われる危険な有機溶媒や高電圧は必要なく、安全で安価に多
量のナノファイバーを作ることができます。ゼタ・スピニング（Zetta- 
Spinning）方式と名付けたこの技術は、米国化学会にも認定されまし
た。
　ゼタ・スピニング方式を用いて作られた新素材「ナノダウン」には、
羽毛を超える保温機能や、水と油を完全分離させる性質など、さまざ
まな優れた特徴があります。また、カーボン化させることで用途はさ
らに広がり、電磁波カットや太陽光の熱エネルギー変換にも高い効果
を発揮することが分かってきました。私たちは多くの可能性を秘めた
ナノダウンを活用し、人々が安全安心に暮らせる環境づくりに貢献し
ていきます。

■ 受賞したビジネスに至った経緯
　ナノファイバーの可能性を探るプロジェクトが立ち
上がったのは、16年前のことでした。もともとは、
NEDO （国立研究開発法人 新エネルギー・産業技術総
合開発機構）のプロジェクトとしてスタートし、その
後、私が在籍する東京工業大学で研究を引き継ぐこと
になりました。そして2011年に「東工大発ベンチャー」
として新会社を設立、さらに研究を進め、人体や環境
に負荷をかけない安全な方法で大量のナノファイバー
を生産できる、ゼタ・スピニング方式を確立させまし
た。
　ゼタ・スピニング方式でつくられたナノファイバー
の繊維径は400nm以下となり、ファンデルワールス力
（原子、イオン、分子の間に働く力）によって、菌や
ウイルスを不活化させる効果があります。その特徴を
活かし、高性能のナノファイバーマスクを製造すると、
コロナ禍のニーズに応えるヒット商品となりました。
感染の拡大が落ち着くとともにマスクの需要は減りま
したが、マスク製造で培った新しいノウハウや技術は、
ナノファイバーの未来をさらに広げてくれました。そ
の一つが、「ナノダウン」への展開です。素の状態の
ナノファイバーは綿状であり、使い道は限られてしま
います。そこでシート状のナノダウンに加工すると、
活用方法がぐっと広がりました。中でも、特に私たち
が注目したのは、羽毛に代わる新素材としての可能性
です。調べてみると、ナノダウンには羽毛の４倍ほど
の保温性があり、通気性にも優れることが判明しまし
た。何より、羽毛よりも安価で安定的な製造ができま
すし、マスクへの使用実績があるので安全性への信頼
もあります。ダウンジャケットや布団、シュラフ（寝袋）
などの衣料品や寝具への応用ができるのではないかと
期待は膨らみました。そして2020年、私たちはナノダ
ウンの可能性を探るため前身となる企業から分社し、
株式会社３CFを立ち上げるに至りました。
　

■ サービスの特徴
　新素材「ナノダウン」には、さまざまな特徴があり
ます。例えば、水分を完全に除去して油だけを吸着す
る性質は、大量に油を使用する飲食店のグリストラッ
プ（油脂分を下水管に直接流さないようにする装置）
として活用できます。また保温性に優れ、低周波を除
去する効果もあるため、断熱材や吸音材などの建材に
も応用が可能です。さらに、カーボン化させた「ナノ
カーボン」は、電磁波遮蔽シートや太陽光の熱エネル
ギー変換、海水の淡水化にも利用できることが分かっ
ており、興味を持って下さる企業からのお問い合わせ
をいただいております。
　身近なアイテムから環境保全、省エネルギーに至る
まで、あらゆる業界に貢献できるナノダウンですが、
もっとも社会実装に近いのは、先にも述べた「羽毛に
変わる新素材」としての活用です。羽毛を超える保温
性に加え、季節に左右されない安定的な生産を可能に
し、羽毛の５分の１以下のコストで製造できるという
強みがあります。また、１台の装置で１時間に30kg以
上製造できる高い生産力と、ダニや雑菌が繁殖しにく
い特性は大きなメリットです。動物愛護の観点から、
羽毛は将来的に使用が禁止されるのではないかともい
われており、新素材としての期待はますます高まって
います。

■ 現状の課題
　喫緊の課題としては、当社が立ち上がったばかりの
ベンチャーであり、まだ企業としての体力が小さいこ
とです。ナノダウンに興味を持ってくださり、お声が
けいただく大手企業もいらっしゃいますが、今の段階
で大量生産の取引をスタートするには大きなリスクが
つきまといます。万が一、不良在庫を抱えることにな
れば、事業自体を存続していくのが難しくなってしま
うでしょう。また、仮に全国展開しているような大手
アパレル企業にナノダウンを供給する場合は、工場を
どこに確保するか、設備投資の資金をどうするかなど、
解決すべき課題がたくさん出てきます。もう１つの課
題は、組織力です。現在は、私を含めた数人のメンバ
ーで会社を運営していますが、今後組織を大きくして
いくためには、従業員を増やし、経営陣の体制も整え
なければなりません。安定的な資金の確保と、組織体
制の強化については、企業として成長していくにあた
り取り組むべき重要な要素だと考えています。
　

■ 今後の展開
　直近の目標は、素材メーカーとしてチャレンジを続
けながら足元をしっかり固めていくことです。ナノダ
ウンに興味を持ってくださる企業は増え続けています
ので、まずは小さな取引から少しずつ販売ルートを確
保し、収益化を目指していきます。また、グリストラ
ップの分野では海外の大手飲食チェーンにも働きかけ
を進めていく予定です。ゆくゆくはナノダウンをカー
ボン化した「ナノカーボン」へと用途を広げ、電磁波
遮蔽シートや太陽光発電、海水の淡水化などの事業に
も展開していく構想を持っています。私は、この会社
を立ち上げるときに、「将来は年商1600億円規模の会
社にする」という目標を掲げました。そこを目指して
一歩一歩、確実に進んでいきたいと思っています。
　 

■ エントリーを検討中の方へ一言
　実は、かわさき起業家オーディションへの挑戦は２
回目になります。１回目は残念ながら受賞には至らず、
資料を作り直しての再チャレンジでした。資料をまと
める際には、どうすれば審査員の方々に響くものにな
るか、財団の方が丁寧にアドバイスをくださいました。
たいへん感謝しています。受賞後は、当社を取り巻く
状況がガラッと変わりました。資金提供や融資を申し
出てくれる企業や金融機関が増え、「川崎市の紹介で
あれば」と前向きにお話を聞いてくださるようになり
ました。チャンスが広がったことを実感しております。
「迷っているならぜひ応募を」とアドバイスを送りた
いです。資料作りは大変かもしれませんが「かわさき
起業家オーディションで認められた」という信頼はベ
ンチャー企業にとって大きなメリットがあります。ぜ
ひ頑張って応募してください。
　　
 
会社名：株式会社３CF
住　所： 〒212-0011
 神奈川県川崎市幸区幸町二丁目593番
 森ファーストビル４F
電話番号： ☎089-994-6331（㈱３CF松山研究所）
ホームページ：https://zetta-ltd.com 
※本技術は上記よりご覧いただけます。

※本稿で紹介した事業内容は、スバル㈱から分社化した ㈱ユーグリード（代表取締役 宇高 尊己 
https://euglead.co.jp）へ事業譲渡しました

■ ビジネスに至った経緯
　産総研の優れた技術を世の中に広め、役立たせたいつビジネスを始めたいという思い想いから、2006年10月に産
総研の特許を事業化する産総研認定ベンチャーを創設し、2012年3月にその事業を継承する形で株式会社アダコテ
ックを設立いたしました。
　設立後、経営が厳しい時期もありましたが、も「HLACという日本で生まれた優れた画像認識の技術をこのまま
埋もれさせてはいけない。」と15年間にわたって研究開発を続け、ようやく製造現場に利用していただける段階に
到達しました。その後はさ事業拡大のために、らなる認知度向上を図るべく、目的に、かわさき起業家オーディシ
ョンをはじめとする複数のビジネスプランコンテストに出場しています。
　技術の適用領域については、ソリューション提供については以前からは川の氾濫のモニタリングやATMの監視
など、検査以外でも、様々な領域の相談をいただいておりました。取引先開拓にあたって数々の可能性を模索する
中で、している途中、とある世界的な自動車部品会社案件の相談に乗るうちに契約をいただくことができました。
このことをきっかけに、まずは半導体や自動車部品や半導体のような極めて高い精度が求められる領域業界に注力
する専念し、事業の基盤を確固たるものにする方針に転換しました。を固めていきました。現在は他にもより多く
の製造現場のお役に立てるよう、現在販路拡大とプロダクトの改良を進めているところですおります。
　アダコテックのビジョンは「モノづくりの進化と革新を支える　EVOLUTION AND INNOVATION」。モノづ
くりにかかわるプロセスやコストをテクノロジーで改革したいという思いが込められています。日本初の技術で日
本の製造業を変革するため、メンバー一丸となって日々努力を続けています。

■ ビジネスアイデアの特徴
　HLAC（高次局所自己相関特徴抽出法）と呼ばれる、動画像の特徴を認識するアルゴリズムをコア技術としてい
ます。する点がソリューションの最大の特徴です。この技術を駆使して、製品の外観検査の自動化や、・生産設備
の異常検知・不正侵入の監視などのシステムの自動化に貢献していますを実施しています。

　・コストパフォーマンスの高さ
　一般的にDeep Leaningで学習させるAIの導入には、複雑なプログラミング・膨大な量の学習データ（正常・異
常モデル含め1000 ～ 1万枚ほど）・大型のGPUといった設備先行投資が必要であるため、クライアントの大きな負
担となっています。また、それに加え、AIは多くの画像を読み込ませたからといって必ずしも精度向上には繋がら
ないといった不確実性もあります正確に正常・異常を判断できる保障は無いというのが現状です。
　対する一方アダコテックのソリューションは必要となる学習に用画像は正常モデルの10～100～200枚の正常デー
タしか要しません。また、ほどであることから、シンプルな計算式であることから、一般的なパソコンを使って短
時間でAIを学習させることがでます。そのため既存技術と比較してに比べて、圧倒的な低価格短期間でで正確に検
査検品できるソリューションを提供することができます。

　・製造業との親和性の高さ
　日本の製造業の不良率は非常に低いため、既存のAI導入の際は大型設備の準備という負担だけでなく、検査部品
の不良品異常モデルそのものの数が少ないためく、AIを学習させる画像データが集まりにくいという課題がありま
した。加えて導入のハードルとなっていたのは、
　それだけでなく、「AIがなぜ異常と認識したのか」という理由を明確にできない状況でしたというブラックボッ
クス化問題もありました。「発生した異常の原因がはっきりしない」という曖昧さを嫌う製造現場の価値観とのミ
スマッチが発生していましたも、検査検品AI導入の大きな壁となっていました。
　しかし、こうした課題を解決するのが弊社ソリューションです。は正常モデルのみを学習させることで「いつも
と違う」ものを異常として検知することができます。異常検知の際には明確な根拠を示すため製造現場にとっても
馴染みやすく、精度面でも、導入してから１年以上経過した取引先がはソフトウェアを導入して1年ほど経ちますが、
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けながら足元をしっかり固めていくことです。ナノダ
ウンに興味を持ってくださる企業は増え続けています
ので、まずは小さな取引から少しずつ販売ルートを確
保し、収益化を目指していきます。また、グリストラ
ップの分野では海外の大手飲食チェーンにも働きかけ
を進めていく予定です。ゆくゆくはナノダウンをカー
ボン化した「ナノカーボン」へと用途を広げ、電磁波
遮蔽シートや太陽光発電、海水の淡水化などの事業に
も展開していく構想を持っています。私は、この会社
を立ち上げるときに、「将来は年商1600億円規模の会
社にする」という目標を掲げました。そこを目指して
一歩一歩、確実に進んでいきたいと思っています。
　 

■ エントリーを検討中の方へ一言
　実は、かわさき起業家オーディションへの挑戦は２
回目になります。１回目は残念ながら受賞には至らず、
資料を作り直しての再チャレンジでした。資料をまと
める際には、どうすれば審査員の方々に響くものにな
るか、財団の方が丁寧にアドバイスをくださいました。
たいへん感謝しています。受賞後は、当社を取り巻く
状況がガラッと変わりました。資金提供や融資を申し
出てくれる企業や金融機関が増え、「川崎市の紹介で
あれば」と前向きにお話を聞いてくださるようになり
ました。チャンスが広がったことを実感しております。
「迷っているならぜひ応募を」とアドバイスを送りた
いです。資料作りは大変かもしれませんが「かわさき
起業家オーディションで認められた」という信頼はベ
ンチャー企業にとって大きなメリットがあります。ぜ
ひ頑張って応募してください。
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■ ビジネスに至った経緯
　産総研の優れた技術を世の中に広め、役立たせたいつビジネスを始めたいという思い想いから、2006年10月に産
総研の特許を事業化する産総研認定ベンチャーを創設し、2012年3月にその事業を継承する形で株式会社アダコテ
ックを設立いたしました。
　設立後、経営が厳しい時期もありましたが、も「HLACという日本で生まれた優れた画像認識の技術をこのまま
埋もれさせてはいけない。」と15年間にわたって研究開発を続け、ようやく製造現場に利用していただける段階に
到達しました。その後はさ事業拡大のために、らなる認知度向上を図るべく、目的に、かわさき起業家オーディシ
ョンをはじめとする複数のビジネスプランコンテストに出場しています。
　技術の適用領域については、ソリューション提供については以前からは川の氾濫のモニタリングやATMの監視
など、検査以外でも、様々な領域の相談をいただいておりました。取引先開拓にあたって数々の可能性を模索する
中で、している途中、とある世界的な自動車部品会社案件の相談に乗るうちに契約をいただくことができました。
このことをきっかけに、まずは半導体や自動車部品や半導体のような極めて高い精度が求められる領域業界に注力
する専念し、事業の基盤を確固たるものにする方針に転換しました。を固めていきました。現在は他にもより多く
の製造現場のお役に立てるよう、現在販路拡大とプロダクトの改良を進めているところですおります。
　アダコテックのビジョンは「モノづくりの進化と革新を支える　EVOLUTION AND INNOVATION」。モノづ
くりにかかわるプロセスやコストをテクノロジーで改革したいという思いが込められています。日本初の技術で日
本の製造業を変革するため、メンバー一丸となって日々努力を続けています。

■ ビジネスアイデアの特徴
　HLAC（高次局所自己相関特徴抽出法）と呼ばれる、動画像の特徴を認識するアルゴリズムをコア技術としてい
ます。する点がソリューションの最大の特徴です。この技術を駆使して、製品の外観検査の自動化や、・生産設備
の異常検知・不正侵入の監視などのシステムの自動化に貢献していますを実施しています。

　・コストパフォーマンスの高さ
　一般的にDeep Leaningで学習させるAIの導入には、複雑なプログラミング・膨大な量の学習データ（正常・異
常モデル含め1000 ～ 1万枚ほど）・大型のGPUといった設備先行投資が必要であるため、クライアントの大きな負
担となっています。また、それに加え、AIは多くの画像を読み込ませたからといって必ずしも精度向上には繋がら
ないといった不確実性もあります正確に正常・異常を判断できる保障は無いというのが現状です。
　対する一方アダコテックのソリューションは必要となる学習に用画像は正常モデルの10～100～200枚の正常デー
タしか要しません。また、ほどであることから、シンプルな計算式であることから、一般的なパソコンを使って短
時間でAIを学習させることがでます。そのため既存技術と比較してに比べて、圧倒的な低価格短期間でで正確に検
査検品できるソリューションを提供することができます。

　・製造業との親和性の高さ
　日本の製造業の不良率は非常に低いため、既存のAI導入の際は大型設備の準備という負担だけでなく、検査部品
の不良品異常モデルそのものの数が少ないためく、AIを学習させる画像データが集まりにくいという課題がありま
した。加えて導入のハードルとなっていたのは、
　それだけでなく、「AIがなぜ異常と認識したのか」という理由を明確にできない状況でしたというブラックボッ
クス化問題もありました。「発生した異常の原因がはっきりしない」という曖昧さを嫌う製造現場の価値観とのミ
スマッチが発生していましたも、検査検品AI導入の大きな壁となっていました。
　しかし、こうした課題を解決するのが弊社ソリューションです。は正常モデルのみを学習させることで「いつも
と違う」ものを異常として検知することができます。異常検知の際には明確な根拠を示すため製造現場にとっても
馴染みやすく、精度面でも、導入してから１年以上経過した取引先がはソフトウェアを導入して1年ほど経ちますが、




